
たむら支援学校だより ７月号    Ｒ３．７．２０  

1学期無事終了します。お世話になりました。 

 
令和３年度４月、前年度に引き続きコロナ禍のなかでのスタートでしたが、予定通りに１学期を進め

ることができ、７月２０日（火）に第１学期終業式を行いました。 

学級や学年ごとの校外学習では、田村市内（船引町）での買い物学習や公園での遊具あそび、田村市

のお人形様やあぶくま洞などの見学を行うことができました。 

そして、農林事務所との「畑の学校」やＪＡ福島中央会等との「農福連携事業」でもたくさんの御支

援をいただきました。 

 

保護者の皆様の日々の御協力と、地域の皆様の御支援により、子供たちの笑顔があふれ、様々な体

験をすることで、新たな活動にも自分から取り組み、“できること”が増えています。 

皆様のおかげで、令和３年度１学期も充実した教育活動ができましたことを感謝申し上げます。                     

校長 菅野美恵子 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全教室は、毎年全員に行います。児童生徒の生活年齢等に応じ、段階的、系統的に指導を行

っています。 学校で学んだことを忘れずに、夏休み中も事故等に遭わないことを願っています。 

 

小学部 交通安全教室 

 高等部は、船引高校周辺、 

船引駅前などに出かけました。 

 

 実際の通学方法ごとのグループ

（電車、自転車、バス、徒歩）に分か

れ、学習を行いました。 

中学部 交通安全教室 

小学部は、学校体育館で、交通ルールについて学び、 

実際に横断してみる活動をしました。１，２年生、３，４年

生、５，６年生と、３グループに分けて実施しました。 

中学3年生模範演技。 

   田村自動車学校教習場にて、貴重なお昼休み

の時間を割いて、指導していただきました。毎年お

世話になっております。ありがとうございました。 

高等部 交通安全教室 

裏面へ 

 



今月号では「特別支援学校では、どんなを勉強しているの？」 

という疑問にお答えしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

合わせた指導の一つに、生活単元学習があります。 

 

季節にちなんだ単元や生活上の課題に関する内容の学習です。 

 

 

算数、国語、図画工作・美術、理科、社会などの教科の内容を取り入

れています。 

 

 

 

            

            

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 糸電話を用いて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部では、理科、社会、情報、外国語などの教科として学習をする生徒もいます。 

  

障がいに応じて学習の形態はさまざまですが、一人一人の社会で生きる力を育てることを目指して

います。 

                           （文責 ：校長 菅野 美恵子） 

小学部４年生：「つくって あそぼう」 

 

高等部２年生： 

「じしゃくの学習・音の伝わり方」 

の学習 

中学部３年生：「修学旅行」 

  ９月の旅行に向けて、見学場所の

会津に関して調べています。 

 

 特別支援学校でも、小学校、中学校、高校と同じく、「国語や算数、理科、社会、音楽、体育等などの

各教科を学ばなければならないことになっています。  

また、障がいに応じた指導内容にしていくことが必要であり、教科の全部、または一部を合わせた

指導を行うことも法律で認められています。 

お客さんを招待して、作り方を                      

説明して、一緒に楽しみました。 

小学部４，５年： 

「たなばた飾りを作ろう」他 


